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I 絡

妊娠、分娩、授乳の正常な経過をはかり、母と児む健

康を守る第一り要捉として正しい食生活、適切な栄養摂

取があげられる。

経産乳婦由正しい食生活、適切な栄養摂取とはどのよ

うなものをきすか、従来そのあり方を明かにしようとし

て多くの研究がなされてきた。比較的最近の研究に徴し

てみても、あるもりは妊娠授乳中町栄養代謝或はその

mechanismの変化にとり組み、その函から企1)'のとり

方や栄養剤のとり方等に検Jせを加え、。"同あるものは妊

婦の栄養状態や生れた児の健康発育状態について生化学

的或は臨床的検索を試み醐酬妊娠中、特に日常食に加え

たい食物や栄養剤l等に言及し、附榊e似柚，，'帥'仏，.)あるものは食t事持

記録や臨床検査等の成綴から刷榊.

逆りk、その改4諮存の方向をさし示し、一方図として発表さ

れている経産乳婦栄養所要量に対する再検討の必要性り

示唆にまで及んでいる。

その結果、殻近は妊産乳婦。栄養。重要性に対する一

段。認識も高まり、産得中。食')>も若しく改善され、妊

産授乳中の食事に特別の配慮をする例も多くみられるよ

うになった。しかし保健指導の比較加希薄な地域では必

ずしもその食生活は満足とは言えない。我国丈ニおいては

近年公衆衛生忠、:慢の発達、施設の改善等によって急速に

寿命はのぴ、乳児死亡率は先進国並に低下したにもかか

わらず妊産婦死亡の低下は緩慢で、他の簡にくらべてそ

申立ちおくれがみられるのは、地域'自には金生活の弐闘

にもその一因があるように型dコれる。

繰返し行われる栄接調査が毎年河じような栄養欠l拍を

指摘するにも拘らず、その様な地域における食生活の改

武 藤 静 子

白井洋子・守田時衛・遠藤由紀子

i'宇野清男

松島富之助

山内 愛・津田玲子

村瀬喜和子

高橋悦二郎・松波昭夫

言

若手は必ずしも順調に進展していなし、。それはその地方で

営まれている食生活の pattern即ち食管慣は栄養という

よりもむしろ気候、風土、経済、文化その他、もろもろ

の要因が作用して長日月を経て形成されるものであるか

らであろう。一方これには妊産乳婦栄養の研究方法にも

問題があるように思われる。実験室における基礎的研究

とfieldsurveyとが互に資料を与え合，"考え合うよう

なつながりを持たない為こ、確信をもって、実現可能と

思われるようなよりよい食生活 patternを生み出して、

これを奨める機還をつくり出すことができないからでは

ないだろう治、

多数例を対象にした栄養調査も大勢把握の為に必要欠

くことのできないもりであるが、実験室の基礎的研究と

つき合す為にはうレ数例につし、て出来るだけ真実に近い姿

を経続初に観察した資料を得る事も、また重要である。

しかしその為にはこり隊な調査研究に関心と理解をも

ち、杭極切で辛陣強レ婦人の協力が不可欠である。

たまたま娃産手L婦司為のユニセフミルクの配給をうけ

ている栃木県の一段染地帯二宮珂に、その様な婦人18名

のグループを得、又自然・社会環境が二宮に近似し、

ルクの配給をうけていない長野県更地市八幡・稲荷地区

に同様な婦人 18名号グループを得たので、このニヵ所

において、それぞれ 1年数カ月間iに豆り、肉ー婦人につ

いて妊娠、授乳、分娩後1年までの栄養食生活調査を実

施する')'ができた。

当初はユニセフりスキムミルクり使用が、妊娠経過、

母乳分泌、児の発育・位取にどのような影響を及ぼすか

についても観務する予定であったが、二宮におけるスキ
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ムミルクの使用は、あまり多くなく、且つ八隠・稲荷で 娠経過、母乳分泌等に何等かの関係をもつような印象

は酪農も行われていた関係から、牛乳の使用が二宮より を与えられた。一応の結果を得たので、ここに報告した

多かったので、スキムミルクの栄養効果に関する比較観 し、。しかし得られた成績よりもむしろ研究を過して生じ

察は不可能であった。しかし後述するように八幡・稲荷 た疑問の方が大きく数も多し、。これらの問題については

には、かなり貧弱な栄養摂取市例がみらオk これらが娃 文、折をみて検討を続けてゆきたい。
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111 調査対象地

二宮町は栃木県の東南端で茨披県に境する人口約 2万

の農産業地帯で、昭和 29年に久下田町を中心とした物

部村、長沼村が合併して誕生した町である。東京から電

車で約3時間の距離にあり、回、畑作のほか小規模の養

鶏、酪農も行われている。久下回町の当時から愛育村(

医師、保健婦等の指導者の下に婦人の有志が自発的に近

隣の母子を分担して、その養護に奉仕活動をする「愛育

班」を中心に地域の母子主育事業を挽進する結激)とし

て指定され、二宮町になってからも引き続レて愛育地域

組織としてユユセフミルクの配給等により、県当局及び

母子愛吉会から指滋を受けて居り、昭和33年に厚生大臣

淡彩を受けた。今回の調査に当っても愛育班員の協力に

負うところが多かった。また、役場の指滋者級に保健満

生に熱心な人が多〈、町の人もこれに協力的であった。

八幡・稲荷地区は長野県中部、千曲川と犀川との合流

点己丘くに位する人口 3万5千白更埴市に属し、昭和34

年に町村合併して市制がしかれた。篠ノ井線般捨駅に沿

うこの地方は車~拾の伝説に象徴される零細農業部落が多

第 1衰 食 事 調 査及び検診時期

究 方 i公

かったが明治の終りから果樹の波培が取入れられるよう

になって、著しく改普されてきたとしづ事である。現在

八幡・稲荷地区は農業地帯で一般農作物りほか花井、果

樹主主培も行われ多角経営法をとっている。八幡地区は旧

八幡町の当時から愛育村として、県及び筏ノ井保健所の

指導により、長野県のそデル地区に指定され、合併後も

吏埴市母子愛育事業の中核として、昭和34年に厚生大臣

表彰、同35年に保健文化賞を受けている。稲荷地区愛育

班も八幡地区に倣い、特に栄養問題に関心を寄せて活践

している。両地区ともこの調査の企てに積極的に参加を

申し出たほと・である。

(2) 調 査 期 間

二宮の調査は昭和36年末から昭和38年始めまで、 λ幡

・稲荷は昭和37年半ばからお年の終りまで、何れもはじ

め調査。対象になった妊婦が分娩し、授乳をすませ、分

娩後約 1年を経過して大体身体的に平常状態に戻ると考

えられる時期まで調査を経統した。実際に調査を実施し

たのは各々 5回で、それぞれ主として夏及び'*の農閑期

が選ばれた。 5 図の調査時期は第 1~控の通りである。

栃木県二宮町 長野県吏城市

第 回 昭和 36年 12月 5 日-7 日 昭和 37年 7月 15日-17日

t再 2 回 昭和 37年 2月 6 日 -8日 昭和 37年 IO月 II日-13日

第 3 回 昭和 37年 5月 S 日-10日 昭和 38"1' 3月 7 日-9 日

第 4 回 昭和 37年 9月 II日 -13日 昭和 38年 7 月 12日 -14日

第 ら 回 昭和 38年 2月 2ラ日-27日 昭和38年 12月 12日 -14日

(31 調査対象婦人

二宮では、妊婦の中から一応、食事記録能力があり文

家庭の協力的な婦人 18名が選ばれた。八申書・稲荷地区

では妊婦全員で18名であったので全部調査に参加した。

それぞれの対象妊婦の家庭環境及び身体状況は第2表

の通りである。

ftnち家業は専設及びP.lt浪合せて二宮 10名、八幡・稲

荷 11例、生活程度は大体中位のものが多く、家放数は

4-6人の所が多い。年令は 25-29才ヵ1約半数を占

め、全員が20才から34才の問に分布している。調査開始

時の妊娠月令は二宮では 7-8カ月が多く、八幡・稲荷

では6カ月が大部分を占めた。両地区とも初産婦が半数

以上を占めていたが残りは二宮では 1回及び2回由経産

婦が約半々、八幡・稲荷では 1阻が大部分であった。

文各調査WJにおける婦人の妊娠月令、分娩後経過月数

及び乳児栄養別にみると第1図。様になる。〈第1図参照〉
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第2表 対象婦人の性格

a 家 庭環 境

宮|八・稲| 計

庭家 決 業 7 名 3 名 10名

験業の
え在 設 3 8 11 

其り他 8 7 15 

収年入間

30万以下 8 3 11 

30万~ィ50万 8 13 21 

50万以上 2 2 4 

家 3人以下 6 7 13 

旅 4 - 6人 8 10 18 

数 7人以上 4 ラ

即ち妊娠j閉では6カ月、 8ヵ月、 9カ月に調査に当っ

たもりが比較的多〈、授乳期では分娩後3カ月、 7カ

月、 1 1カ月、 12-13カ月の所に被調査人員が多

し、。

(4) 検査及び調査項目と検査・調査の方法

各調査期毎に身体測定、臨床検査、食事調査の三つの

角度から調査が行われた。

1)身体測定ー 主として保健婦によって行われた。

身長、仏官、胸囲L腹閥、坐高が測定され また脈時、

血圧り測定が行われた。

2)臨床検査0・ 産科医によって行われ特に食皿、

腿反射消失、口角炎、毛孔性角化症、排腹筋庄痛、尿蛋

白、浮Hill等栄養に関係ある項目に重点がおかれた。又、

欠損商、う歯にも注意が払われた。妊娠中ill症などの恐

れりある場合には、その食餌指導も行った。分娩後。泥

については小児科医の検診をうけた。

3)食事調査 できるだけ日常の栄袈のとり方があ

りりまま把綴できるよう、その調査方法には細心。注意

が払われた。食事記録は調査員が家庭に出向いてばj'ill:記

録する方が正確さり上ですぐれているが、この方法によ

ると反面日常と異る金生活になる恐れが多いので今聞は

b. 調査開始時状況

宮i八・稲| 計

年 20 - 24才 9 4 13 

25 - 29 7 11 18 

令 30 - 34 2 1 3 5 

14C叩以下 。
身

140 - 145 3 3 6 

145 - 150 4 2 6 

150 - 1労 10 9 19 

長 155 - 160 2 3 

1600m以上 。
妊 4 カ月 。

ラ カ月 。 3 3 
娠 6 カ月 3 12 15 

月 7 カ月 5 2 7 

数 8 カ月 8 。 8 

9 カ月 2 。 2 

員既数団
。 回 11 10 21 

4 7 11 

2 3 4 

妊婦自身によって音j'fu:記録する方法をとった。食事記録

の期間は偏差仰を小さくする上には長い程よいが、日常

生活の中での古事記録の繁雑さも考慮し、 1回の調査に

は3日間を限度とした。

摂取する食物を全部計量する為司自動台秤(fH立2kg

感度 5g)を調査に先だって全妊婦に贈った。叉調査開

始のiiiiに先ず対象妊婦と集りをもち、調査の目的をよく

理解してもらう事につとめ、食事記録期間中、特別献立

になる事のないよう協力を求めた。こむ時にまた、でき

るだけ正確な資料が得られるよう食事記録申仕方を細か

く説明した。妊婦は全般的に協力的で食事記録に非常に

積極的な態度を示した。又記録1111問中は練熱した栄養研

究員が家庭を訪問し、記録が一回正確になるよう指導し

た。

E 研究成総及び考絞

，. 対象婦人の妊娠、分娩、授乳経過

(1) 体質身長測定成絞

妊:毘中の体重増加状態は妊娠経過の正常性判定のバロ

メーターの 1つになるとレわれ、又分娩後母体重は栄養

状態判定の要因と考えられる。しかし一方、体重は身長

とわ相関も高いので需に身長との関係において体重をみ

る必要があるのではないだろうか。この角度から妊幌、

分娩、授乳経過を追って体重の変化をみると第2図。様

になる。全例妊娠中自体重増加は正泊施闘であった。

文分娩後の体重は当然の事乍ら減少し、大部分はほぼそ

のままの体重を調査苅問中持続した。二宮では2例、八

幡・稲荷では 1f)'Jが再び増加して分娩後 1年位には妊娠

末期項の体重となった。(第2図参照〕
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各調査期に於ける対象婦人の妊娠月数及び分娩後月数
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(2) 胸閥、腹園、上目専問、坐高

これらは八幡・稲荷地区の妊婦についてのみ測定し

た。胸囲、阪聞は妊娠月令と共に増加した。個々におけ

る増加は錨3図の様である。上s!9聞は妊娠中特別の変化

を示さず20crn前後のもの3例をみたほか大体25CD1前後

であった。坐Aは干f髄カリエスの既住症のある 1例 (4

7cm)を除き大体75~8 8cmの!日1にあった。

(第3図92頁参照〉

身体測定値からみて大体沢崎氏，.)の調査対象と近似の

体位の持主であると云える。

(3) 臨床検査成績

脈時及び血圧は高血圧と診断された3例(何れも八幡

・稲荷地区〉を除き妊娠中及び分娩後何れも正常範閤に

第3表 臨床検査成総

あった。

臨床検査成獄中、特に栄養と関係あると思止つれる項目

についてみると第3表の様である。二宮では貧血〈土)1

例、尿盗白(0=)1例が分娩後にみられたのみで他に栄養

不足を思わせるような臨床症状は観察されなかったが、

八幡・稲荷では蛋白質、ピタミ γ類の不足に器ずくと思

われる症状がひろくみられ、妊娠分娩後を通してこれら

の症状を全く示さなかったものは 1例もみられなかっ

た。二宮及び八幡・稲荷それぞれにおける臨床検査は呉

った産婦人科医によって行われたので、これら症状の診

断に対し多少の主観の栂異の可能性は考えられるが、二

地区における臨床検査成総の相異を後述する栄養摂取状

態と考え合せると興味深いことに思dつれる。

|貧血|口角炎!君主主防反射消封勝腹筋吋夜盲症|尿蛋白|浮 臨|視力障碍

妊18.娠例期中 。 。 。 。 。 。 。 。
宮 分I務1草:t1 。 。 。 。 土 I 。 。

+ 2 顔面土1 I 
ノ1 。土 1 9 土 2 土 8 下肢+2件 ll| 

土5

稲 分16娩例後中 ムf-1 且 +1 + 1 土 l 土 1 土 4 土ラ

第4表妊娠中及び分娩後に於ける欠損歯・う歯分布 ので2カ月にわたる悪阻を経験している。

欠損歯 i ニ
う 歯本数I噺別総

欠 o I 10 I 10 11 I 9 

1 I 3 I 3 4 I 4 

損 2 I 3 I 3 2 I 2 

3 
歯 4 。 。
う

。 2 2 7 4 

1 ~ 2 う ラ 7 7 

3 ~ 4 5 5 4 3 

ラ~ 6 4 4 。 2 
歯 7 ~ 8 2 2 。 。
欠損歯、う歯の数は第4去に示すように二宮は、八幡・

稲荷にくらべ、欠損歯がやや多く、う樹は著しく多L、。

ただ、二宮では妊娠、授乳を通して、これらの数に殆ど

変化がみられなかったが、八幡・稲荷では分Iife後にかな

り増加を示した。しかしそれでも尚、二宮よりはφレ。

妊娠怒阻の自覚症状c全くなかったものはこ宮で 3

例、八幡・稲荷で4例、他は短いもので 1週間、長いも

87 

(叫分娩状況

分娩は二宮では微弱陣痛の為の錯子分娩の 1例があっ

たのみで全部正常産であった。八幡・稲荷では2例町死

産をみ、又胎児廻せん異常の為帝王切開をし仮死で生れ

た 1例正、あったが唱は正常産であった。

二宮は男児8名、女児 10名、八幡・稲荷は男児 6

名、女児 10名、その出生時体重は次の織で何れも正常

範囲であった。(第5表〉

第5衰 児の出生時体重

仁二一下;耳目亙互王|
I 2.5kg以下 I 0 I 0 I 0 

2.5 ~ 2.9 I 5 i 8 I 13 

3.0 ~ 3.4 I 10 苦 lラ

I 3 ラ~ 3.9 3 3 I 6 

14.0kg以1: Io  I 0 I 0 

ニ官では分娩に母子健康セシタ】を利用したもの 5

例、他民自宅分娩。離床までの期間は短いもので14日、

最長は 30日であったがφくは 20目前後であった。文

普通の生活にもどるまで 20~3 0日りものが多く、 2
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(八幡・稲荷)

無 機質 ピタミ γ

|熱量
蛋白質 脂 肪 糖質

カルシ(ウ呼ム)[ 燐(時)1 鉄(呼)IA(I.U)I Bl (岬)1B2 (噌)1ナイアゐヲ1c (岬〉豊富〈喜g) (c，O (g) (g) (g) 

妊娠6カ月 51.1 24.7 320予 334 
J耳 妊娠9カ月 55.8 20.5 377.4 339 1，1791 9.61 1，06ラ 0.771 0.691 7ラ 20.3

取 分娩後3カ月 2， 91.9 33.7 554.5 597 1，6541 18.11 1， 1681 1.101 0.981 13.81 561 36.1 

r壮¥1 分娩後77J月 2， 27.5 483.4 383 1，5631 12.8 ラ751 1.111 0.841 8.01 99i 31.2 

分娩後 l 年 2， 64.5 30.0 469.5 ラ79 1，2321 19.51 1，3051 1.071 0.951 11.81 15~ 18.7 

所閉;税主す理主h 

妊娠6カ月 63.0 60.2 42.1 23.8! 60.1 32.8 ぉ.J 57.0 

妊娠97J月 70.6 65.6 33.5 24.2 64 42.6 42. 38.3 41.6 77.0 

分娩後3カ月 97.4 102.0 ラO目ラ 35.1 120 33.3 55 49.0 69.0 37.3 

分娩後7カ月 84.0 94.5 41.2 22ラ 85. 16.4 ララ. 42.0 40.0 66.0 

(%) 分娩後 l 年 78.8 71.6 45.予 34.0 130. 37.3 53. 47ラ 49.0 103.0 

混合栄養先の母親り栄養摂取量 (2例平均〉及び所要盈に対する比率b. 第7表

$ 
(八幡・稲荷〉

無機質 ピタ ミ γ 動物 (性質g 
熱量資自賀!脂肪糖質カルシ ナイア 蛋白

(四1)1 (g)1 (g)1 (g ぬ|燐(噌〉|鉄〈呼)1A(I.U)I Bl (吋〉lB2(叫例。〈噌)1~ ，~ (g) 
摂奴娠6カ月 1，3531 46.41 40.31 201.4' 416 お41 6.51 1，岨71 0.561 0.641 5.21 821 26.0 

妊娠9カ月 2，0郎 副 20.21 400.71 d 1，144/ 9.2/ 171/ 0.731 0.531 d 291 26.8 

取 分娩後3カ月 1，7411 45.0， 20.11 349.9; 2331 8901 13.71 3661 0.371 0.441 2.71 201 10.0 

盆 分娩後7カ月 1，5951 40.6! 19.1131ラ 7941 11.41 1701 0.441 0.711 4.11 681 13.0 

分娩後 l 年 L11司 ω.8: 51.21 341. 間 13.61 1，3521 1.32 M2  9.31 941 37.3 

雪
亀5鞠3 妊 娠6カ月 i 50.1/ 54.51 67.21 1 29.71 1 43.41 58.6! 31.11 35.51 28.91 82.0 

妊娠9カ月 1 74.21 76.11 33.4 苅 9/ 1 6d  6.8! 岨.51 29.~ 40.51 29.0 

分娩後3カ月 58.01 50.0: 30.21 1 13.71 1 91.51 10.51 18.51 22.0: 13.51 13.3 

分娩後7カ月 70.51 45.11 28.61 1 13ラ 76.~ 4.91 22.01 35.~ 20.51 45.3， 

分娩後 1 年 70.5 67. 77.51 1 19.6| 卯 .61 38.7 “・01 41.01 46.51 62.6 

人工栄I聖児の母親の栄養摂取盈(1例)及び所要最に対する比率C 第7表
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例が40日以上となっていた。

分娩後の母親の健康状態は二宮では概して良好で、混

合栄養2例を除き全部母乳で出発した。しかし 3カ月以

内に人工栄養に移行したもり 1例、混合に移行したもの

4例、五カ月以内に混合に移行したもの3例あり、 6カ

月まで母乳栄養を続けたものは8例であった。八幡・稲

荷では死産の2例を除レても胃霊尭を起したもの 1例、

日血圧2例があり又、母乳分泌不良のものは6例に及ん

だ。はじめから人工にしたもの3例、はじめ混合、後に

人工に移ったもの2例、 6カ月まで母乳栄養を続けたも

りは7例で、他の4例は6カ月前に混合に移行した。

2. 妊娠授乳各期における栄養摂取状況

(1) 平均栄養摂取立

二宮における各調査期の平均栄養摂取量及び所要量に

対する比率は第6表の通りである。即ち熱量は妊娠月令

が6-9カ月から 8-10カ月にすすむと共に2，300calから

2，400calに増加し、吏に授乳初期には2，500cal台となり

そり後沖主このままで分娩後1年になるまで減少しない。

蛋白質は妊娠末期及び授乳初期に 80&台に増加してい

るがその前後はいく分低L、。動物性蛋白質は調査り各期

とも総蛋由貿の 1/3或はそれをこえ、叉その盆は総盗由

貿の増加と平行してふえている。この事から、総蛋白質

の増加は主として動物蛋白質の増加に由来していること

が推察できる。即ち、妊娠末期から授乳初期には、いわ

ゆる御馳走が増加していることが伺える。カルシウムは

500呼前後、燐は 1，500"9前後であるが、何れも動物蛋

由貿と平行して増減しているのは、これらが動物性食品

中に比較的豊富に含まれているからである。

一方機質は、はじめ白430&から終りり 500&と、又

鉄は 13暗から 18坤と、大体熱量の増加に治って次第

に増加している。これは熱f立の増加は主として穀類。土佐

加に負うものがある事を伺わせる。脂質は全調査期を通

じて殆ど変化なく 30&前後であった。

ピタミ γ類の摂取は用いられる野菜果実の種類の影響

をうけ易いので、妊娠授乳期等り経過よりも調査の時期

によって変動している。丁度9月に当った第4因調査時

における低価を除けばピタミシAは約2，000I.U. Bl 

は1.1吋前後、 B2は約0.9柑、ナイアシン 10時前後、

Cは80-130呼が摂取されている。

これらを栄養所要君"と比絞してみると、熱量及び蛋

由貿は所要量の 85%前後(授乳初期のみ熱:@:90%、

蛋白質 95%)、脂質白適設を 1応20%熱量比とする

と約そり 1/2である。カルシウムは摂取量(J)多レ場合で

も40%にみたず、少い場合は25%にすぎなし、。鉄の

みは所要盈に近い{在を示す。ピタミ γはAとC(J)みが妊

娠中にそれぞれ90%、 120%のレベルに達している

が、他は大体50%前後にすぎない。これは授乳中には

所要孟そのものがおくなるめで相対的に不足の度が強く

なるりもー悶になってレる。

八幡・稲荷につし、ては同一妊娠月令で出発した 10例

について出生児の栄養法別に摂取栄養泣を比較してみる

と第7表の様になる。 (88頁参照)7例の{母乳の場合は

妊娠6カ月から 9カ月、更に分娩後と、熱盤、蛋白質共

に着実な摂取増加を示し、分娩後 1年までに僅かの滅1>

を示したりみである。 2例の混合栄養の場合も傾向はこ

れと近似したが、妊娠中の蛋白質摂取量は母乳栄養例に

くらべて、かなり低〈、文分娩後 1年自の減少もかなり

大きい。人工栄養は 1例にすぎなレが、前三者と著しく

異り、妊娠9カ月の時だけ1時的に混合栄養例に迫った

が、分娩後は再び滅1Ft..、熱量1，600cal前後、蛋白質4

0-45&の低さを保った。分娩後 1年四時はじめて

2，100cal、蛋白質 60&に達した。

動物蛋白質、カルシウム、燐の摂取震が大体、蛋由貿

や熱盆の摂取畳に平行して増減し、樹質及び鉄が大体熱

f立に平行する傾向は二宮の場合と同様であり、またそり

摂取量も近似している。これは食生活の基本型が大体一

致しているからであろう。

ピタミソではAが二宮に〈らべて全体に少し殊に人

工栄養児の母規の例は奥'市に低し、値を示す。 Bl!i母乳

例、混合例であまり差をみず 1叩前後で二宮とも近い

が、B2及びCは母乳例にくらべて混合例はかなり低L、。

人工例ではこれら何れのピタミンも著しく低かった。

所要量に対する比率も母乳栄養例は大体二宮と近L、価

を示し、混合はこれより幾分低〈、人工例は更に低レベ

ルであった。

従来の文献値に、てらしてみるとVenning<u>は妊娠末期

2，000cal、沢崎ω等は妊娠前半、後半、授乳それぞれ

あ108、、 2，603、2，477、McGanity等"は妊娠初期、

中期、後期、それぞれ2，140、2，200、2，020cal、速水0・
は授乳期2，785、又古レ資料ではHunscher(l8}の妊娠中・後

期、授乳期それぞれあ000、3，200、4，000cal以上、我国

のは田村仰の妊括fl， 880cal等、数値は色々であるが、今

回の調査成絞も含め大体において所要盈よりかなり低い

値を示すもりが多い。調査の不備、用いた食品成分表の

追い等も考えられなくはないが、生活様式の変化も熱量

必嬰置にかなり大きな影響を及ぼしているのて斗主ないか

という事も考えられる。近年の機械文明は肉体労働を減

じ、一方神経の消耗を却i大させているのではないだろう

か。現代では栄養菌、殊に熱設所要盈を考える時、この

- 90ー
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様な要紫について更に検討を加える必要があるように思

われる。

蛋白質についての文献他は大体熱狂的それと平行し

て、沢崎等は妊娠前半、後半、授乳、 82、96、87

gを、McGanityは妊娠前、中、後に 75、75、70 gと

かなり低い依を、速水は授乳期 103g、 Hunscherは妊

娠中、後期126、1l0g、 田村は妊婦57.8gと報告してい

る。蛋白質については並ばかりでな〈質が問題になる

が、沢崎却は合硫アミノ酸が制限因子でili白{面 82を算

出しており、 McGanityの場合は総資白質が比較的低く

ても動物蛋白質が 65 g (総蛋白質の約 85%)を占め

ており、比較的良質の蛋白質が与えられていた。今回の

対象は後述するように総蛋白質の約 1/3は殺緩から得ら

れており、質の上から考えると蛋白質についてはiitはそ

のままでも質をよりよくするか、もし、 mがこの程度で

あるなら足を多くするか、この辺の;{J_I:について検討する

余地があるように思う。

(2) 栄養摂取品の個体変動及び時期的変動

以上は栄養摂取iEの調査用'ldlJ或は妊綴授乳期別平均値

であるが、実際には対象婦人個々の摂取琵のU~Jきはかな

り大きし、。二宮の 18名につレて各調査期別に個々の摂

取量を図示すると(第4図ab c)の様になる。

熱量は妊娠、授乳期とすすむ毎に、その個人変動は大き

くなる。第 1因調査(妊6-9カ月〉における殻小 (1，

503)と最大値(2，781)のひらきは約1.280calであるが、

第2回(経 8-10カ月)のそれは 1，350ca1(1，765-

3.110)、 第3回(授乳初JUJ)では 1，6ωca1 (1，623-

3，229)におよんでいる。文妊娠中は所要企をこえるも

刷工例外的で、約 2/3が所要企<080%と所要泣りl闘に分

布しており、約1/3が所要f置の 80弼に迷していない。

授乳期は所要孟そのものが?，;:jくなるが、尚それをこすも

のが各調査期に数名ずつみられ、これは何れも母乳文は

混合栄養例である。他方、所要却の 80%に迷せぬ例も

多くなり、人工栄養例は常にこれに属してレる。しかし

母乳栄養例にしてもかなり低いものがあり、混合栄養例

の中には所要企の 60%に迷せぬものさえみられた。

そ自他の栄養;<<についても分布の巾は非'出に広し、。こ

れらの中、糖質、盗由貿、鉄、動ili及びピタミンCの一

部等は、適宜乃至所要iitをこえるものが比較的多いが、

脂質及びカルシウムは殆と・全例が適量よりはるかに低

く、前者は規準の50封、後者は30%にさえ達していなし、例

が多い。文ナイアシソ、ピタミ γA、Bl、授乳期のC、

B，等も殆どが所要設を下まわっている。しかし、熱量と

糖質以外の栄養紫では母乳、混合、人工の栄養法による

摂取量の相奥はあまりみられなかった。これは食事<0')>
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いものでも、おかずまで少く~:--::_，ことをしなし、からであ

ろう。

八橋・稲荷地区 18名(分娩後は 16名〉り栄養摂取

ii!:0)分布は第5図の通りで、その分布型は二宮のそれに

郡似してし、る。人工栄養例及ひ混合栄養例の多くは妊娠

中から全ての栄養素におし、7亡低い依を示している。しか

し混合栄養例中にも、かなりおい摂取2を示すものがあ

る一方、母乳栄養例の中でも妊娠中にかなり低L、摂取量

を示すものがある。(第5図ab c参照〉

何れにしてもこの様に個体差が非常に大きい小数例を

対象にする場合、平均値を出すことの意義について疑問

がもたれる。尤も同一対象で同一調査期内でも 3日の食

事記録期!日lに、その摂取量には既に、かなりの日々の変

動を示し、文同一対象でも調査j閉毎にもかなりの変動を

伴う。

13) 栄養摂取t1の縦断的観察

iiil項では栄養摂取量の個別分布を取扱い、その分布の

巾の広い事をみたが、次に同一対象婦人について妊娠授

乳を過して熱盈及び蛋白質摂取¢縦断的観察を試みた。

(第6図ab参照〉

各調査j自における食事記録が3日間であるから、どの

程度正ししその間の食生活を代表し得るか問題のある

ところであるが、母乳栄養のNo・1、4、5、混合栄養の

No. 6、12、13等の様な授乳初期から中期にかけて山を

もっ熱泣摂取カープが授乳例の比較的一般的な形ではな

いだろうか。これらの場合、乳児の体重発育カーフ"，t大

たい6カ月前後から上51傾向がゆるやかになるものが多

い。即ち母親り熱2摂取は妊娠中にくらべかなり大きい

7.>'、母乳だけでは速かに発育する乳児の栄養要求は6ヵ

月前後には充分満たせなくなるりではないかと考えられ

る。母乳栄養No.2、15、17、混合栄養No.8、10等は

妊娠末期乃至授乳初期に比較的t.::i熱量を摂取しているが

その後ずっと低くなる。これらの乳児に発育の渋滞。み

られるりは、こり母線の熱2摂取型と何等かの関係がな

いであろうか。母乳栄養のNo.3、9、14、混合栄養の

No.ll、18等は調査lUlによる変動がうかく、そ白摂取量は比

絞的低い。中でも No.ll、14、18は特に低いが、乳児の

発育はむしろ良好である。混合栄養では補助栄養の影響

も一応考えられるがこれらの例について、他の条件を拾

ってみると第8 去の様になる。 ~n~栄養摂取が全体に低

いとレう以外、母紛の体格、表面的な家庭環境、栄養剤

服用の有無等で共通した点は見出されなかった。母乳栄

養の菊 FOは母視の体格が小さし、ので、母親の為に費や

される栄養分が少いとし、う'JIは一つの要因として考えら

れるかも知れなレ。
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武藤他 : 栃木県及び長野県古一農業地帯にお冷る短主乳婦君栄養企生活調査

第7図(b) 調査各j胡に於ける母親の脂肪摂取量
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第7図 (d) 調査各期に於ける母親のv.Bl摂取量
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武 藤 他 栃木県及ひ'長野県司ー農業地帯における妊産乳婦の栄養食生活調査

第8表 母親の熱量摂取盈が著しく少く、しかも乳児の発育佳良な例について他の条件の検討

対象婦人|栄養法|身長(叩)1体重(叫家族数|年醐入|熱量以外の栄養摂取状態|栄養剤

知ONo. l~ 母乳栄養|

東 ONo.lll 混合栄養|

|早 O ぬ 181 混合栄養|

勿論向れの場合も母乳分泌f立の測定はしておらず、一

方乳児む発育は補食如向によって大きく左右される可能

性があるりで、以上の様な資料だけで、母体の栄養と母

乳分泌の良否、乳児発育状態等について何等かの示唆を

得ょうとするのは無理であるう。ただ、母乳栄養を乳児

の最上のものとして推奨する以上、こり様なケ}スにつ

いて更に細かし、検討をしてみる事は無意味ではないと思

う。

八幡・稲荷における娃娠月令の揃った 10例について

同上の様な検討をしてみると第7図の様になる。(第7

図a.b.c.d参照〉母乳栄養、混合栄養例て咋主分娩後3

~7 カ月の間に熱量:摂取の最高値に速するものが多く、

曲線は大体類似の形をとっている。蛋白質も大体熱盆と

平行して増減している。乳児の発育カ}プが二宮にくら

べて離乳期項の渋滞が少いのは何を意味するものであ

ろう、補食が適当なのであろうか。Nι5は全体に熱量摂

取は少し、が身長151.3叩、分娩後1年の体重56.6kgで特別

に小さい体格ではない。乳児。体重が3カ月以後あま

り増加していない事と母親の低い熱fu:摂取との間に何等

の関係があるかどうか現在の資料て咋主明かにならなし、。

尚、八幡・稲荷の 10例に於ける脂肪、カルシウム、ピ

タミ γA、B，、 B2，Cの縦断的摂取図表も添えた。

(4) 摂取熱量に関する検討

熱量以外の栄養索の摂取は婦人の食欲以外の種々。要

因の影響をうけ、必ずしも婦人の自然の要求を示してい

ない。しかし熱量はかなりの程度まで婦人の食欲によっ

て調節され、従って摂取状態はかなりの程度まで婦人の

食物に対する嬰求を反映すると考えてよいように思う。

文熱量は蛋由貿、燐、鉄、 Bl、B2等の摂取とも相関が

商く、熱盆摂取の~yはこれら栄養紫の摂取とも大体に

おいて平行するものとみて大きな誤りはないのではない

だろうか。これらの意味で今回の妊娠授乳中町熱髭録取

状態をいくつかの角度から検討した。

体重及び身長との関係ーー妊娠中は体重が変化し、こ

の体重は妊娠経過と身長とに関係するので単位体重当り

で摂取熱震を扱う事にはあまり意味を見出し得なL、。対

象婦人においても体重と熱量摂取とり岡に何等の関係も

みられなかった。妊娠中もあまり変化をしない身長を基

間|熱量に平行して全体に低い| な し

10万i 同 上 間ーフツド

間| 同 上 し

盤にして熱墨摂取を考えてみる事の適否について検討し

たが、各妊源月令について熱量摂取と身長の聞にも一定

の関係はみとめられなかった。

児の出生時体重との関係、 妊娠期における熱量摂取

と児の出生時体重とり岡にも特別の関係はみられなかっ

Tこ。

以上の様に妊婦個々について、その摂取熱盈を身長、

体重、児の出生時体重等と結びつけてみる時は特別の関

係がみられなかったが、妊娠月令別に妊婦り身長、体重、

摂取熱意町平均値でみる時、第9裂の様に身長が大体

近似している場合は7カ月頃までは体重の増加に伴って

熱企摂取も増え、その後は体重増加があっても摂取量は

あまり瑚えず、末期になると体重は更に増加しているに

も拘らず熱量摂取はむしろ減少するのではないかと思わ

れるような成織を得た。

第9表妊娠月令別、身長、体重、摂取熱量平均値

(二宮、八幡・稲荷計36例を妊娠月
令別に分散させて集計した数字〉

妊娠月令 1 51 6 1 7 1 8 1 9 1 10 

例 数 3 14 8 11 19 6 

身長 (cm) 149.4 152.0 1ラ2.0150.0 Iラ0.0153.0 

体重 (kg) 47.8 ラ2.0 54.8 54.0 う6. 59.0 

摂取熱(c量al) 2，385 2，155 2，310 2.100 

分娩後の熱量摂取は、既に述べたように母乳投与の有

無と関係深く、第 11表に示すように母乳及び混合栄養

例と人工栄養例と 0間には著しい相違がある。母乳栄養

例では分娩後の月数にあまり関係なく大体2 ， 700~2 ， 800

calを前後しているが混合栄養例では2，100-仏900cal 

を前後し、月毎の差異が大きし、。これは混合栄養例中に

は母乳栄援に近い例と人工栄養に近い例が包含されてお

り、月毎にその構成メソバーが異るためであろう。人工

栄養例では分娩後10カ月頃から急に熱盈摂取が増加して

いるのは興味深し、。

(5) 理論的に算出された熱量及び蛋白質必要最と

実際摂取滋

栄養所要量は、本来個別的栄養摂取症を比較する規準
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第10褒 a. 対象婦人各々の身長・体重より算出した熱量必要量予測値Aとの比較 (単位cal)

分娩後 1年

12 J! 

華考代都必読 欄 摂原量

事 o No.l 2，760， 
北Z 0 No.2 2.29< 
下 o No.3 3，22'/ 
施。 N血 4 2，576 

F 口主，~， 2.野 I

中 o .N.ι4 1，902 

平 o N令τ 2，394 
都 o No.8 3，339; 
米 o N，μ9 
者 o N.晶 10 2，148， 

館、 N~. 、 No. IO ま混合栄養 No. 9t玄人工梨夜、その他は企て母乳栄養

第10表 b. 対象婦人各々の身長・体重より算出した熱量必要畳予測陥在Bとり比較 〈単位:c.l)

妊娠 6カ月 妊娠 9:J.り月 分娩後 3カ月 分娩後 7カ月 分娩後 l年

予割削摂取量 予測値|摂取量 予測値|摂取量 予凱胤|摂取量 予測値|摂取窓

春 o No. 1 2，277 
2現 2，問1821| 1，935 2，760 

北Z 0 No，2 1，873 2， 2， 2， 2， 2， 2， 1，830 2，290 

T o No.3 1，996 2， 2， 3， 2， 3， 2，484 2，120 3，227: 

沌 o No. 4 1，780 3， 2， 3， 3，221 2， 3，032 2，165 2，57<¥ 

戸 o No. ラ 1.26( 2， 2， 3， 3，095 3， 2，688 2，220 2，951 

中 o No.6 2，104 2， 2， 3， 3， 1，9ラ2 2，2201 1，90 

平 o No，7 1，411 2， 3， 2， 3， 2，692 2，110 2，394 

担日 o No. 8 2，196， 2， 2， 3， 3， 3， 2，255 

2 1  
米 o No. 9 1，353 2， 2， 2， 1， 2， 1，595 1，820 

若 o No.1O 1，626 2， 3， 2， 2， 2，003 ム150i

調 査 季 節 s 月 1 0 月 3 月 7 月 1 2 

第10褒 C. 母親の体重より算出した蛋白質必要量予測値 (単位g)

|妊娠 6カ月 妊娠 9カ月 分娩後 3カ月 分娩後 771月 分 娩 後 l年

|予測値|摂取量 予測値|摂取量 予測値|摂取量 予測値|摂取量 予測値|摂取量

容 o No.l 67.3 82.91 75.4 52.9 84.8 

北Z 0 No. 2 76 87.8， 87 81.6 94. 76.0 51.6 69.3 

下 o No，3 8ラ 49.1 百I 74 90.1 74.91 前 90.4 60.1 92.6 

施 o No，4 88 46.8 掲 54 93.9 93.2 掲 93.7 63.9 66ラ

戸 o No，5 90 31.8 100 95.0 113.2 tこ 92.1 65.0 75.2 

中 o No.6 9ラ 78.0 63. 100.8 88.2 61.3 70.8 54.3 

平 o No.7 98.0. 48.6 同 56.6 103.0 84.0 同 67.1 73.0 70.4 

組H o No.8 88.3 78.7 じ 97.3 93.3 95.1 じ 76.1 63.3 115.0 

米 o No. 9 75.0 46.4 64.6 80.0 45.0 40.6 50.0 60.8 

若 o No.1O 90.1 ララ.3 ラ6.81 95.1 90.6 76.2 65.1 62.5 

調 査 手 節 7 月 月 I3 月 I7 月 I1 2 月
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武藤 他 栃木県及び長野県のー農業地帯における妊産手L婦の栄養食生活調査

i恥[肝士吋端引6444州叫1hh川仏::4d:i土正i土:
;引l門母親蜘の摂榔取絹 2乙引M川.1>訓lω関p兜則B仰山2丸μ.37中 吋2 吋2 蜘 2.5苦21ιμ川山lω附O“6炉2.4判4ω吋O付712.70912郷州叩叫iげ山2乙，

詞副|げ同手乳L児 の 体〈g 4州.9必9列卿80肘ラ久M印.0必D防ψF

tiiJJιJij戸;ij:戸戸iよ乙乙::::::ihk止jiii::
例人

工

栄

養

例

数

母親の摂取熱量
(cal) 

乳児の体重
(g) 

2 

2.365 

9.400 

3 主 ラ

;:::;2ibid:鋼
注、 (1)a、b、は乳児の区別 (2) 13カ月では乳児 1例体重夫測定 (3)採は離乳完了

ではないので、八幡・稲荷の対象り凧前記10名につ

いて、身長及び体重、妊娠月令から個々に理論的熱量及

び蛋白質必要震を算出して比較を試みた。

(第10表 a.b.c参照〕

0 熱量必要量の予測債のtI出法
(1) 各調査期に於ける各対象婦人の#長と体重から
体表面ffl舗を算出する。但、妊娠時に一般の体表
面積算出公式
s = 72.46Wo.72S X HO・4泌を用いる1JIについて

は更に検討四必要があるが今回は一応こ白式を用
L、よニ。

(2) 単位体表面積当り基礎代謝基準備と各対象の体
表函lWから各々の基礎代謝を算出する。

(3) (2)以後はA、E、 2つの計算法を試み、それぞ
れ算出された数値と比較検討した。

A① 妊娠、授乳期に於ずる基礎f¥::3溺上昇率を加算
する。

妊娠後半期 授乳前半期 授乳後半期
15% 10% 5% 

(諮、人工栄獲の場合は授手U明における基路代
謝は加算をしなし、。)

A② 次の熱量所要:ffi:t}:出公式を斤I'、て各対象の必
要t1をまl出する。

A=B+Bx+A/10伺

但、 A=l日の所要カロリ」
B=l 日の，~礎代謝量
x=生活活動指数
A/10=特異動的作用に使われるカロリー

但、生活活動指数%としては我国の熱量所要最tI
出に用いられたx=0.59を用いた。実際にほこり
おは各対象の生活状態によって奥った数値が用い
られるべきであろう。ただ企事調査j明が何れも農
閑j明であったので今回は一応一様にこの数字を用

いた。文分挽後の母乳及び混合栄養の場合は母乳
分必の為の加却をすべきであろうが今回の計算は
そのiIIJ段階の所にとどめた。

B① (2)に於いて算出された基礎代謝から
A=B+Bx+A/10を用いて総熱f立を出す。

B② 各期毎に算出された総熱量必要量に妊娠後期
30%授乳期 45%O4を加tIする。

。蛋白質必要f立の予測{立の算出法
(1) 各対象婦人の平常時体重(分娩後1年自のもの
を平常時とした。〉と体箆 1kg当りlff由質必要泣
1.25 g (蛋白価 70と蛋白質消化吸収率と含めた
総合安全率とを考慮した数字)とから平常時蛋白
質必要企をtI出する。

(2) これに妊娠授乳中の椴加分を加える。
(妊娠後半期 25宮、授乳期 3Sg伺)

分娩後の乳児栄養法が母乳栄ま密だった例。中、 No.5 

は妊娠 6 カ月の鼎泣摂取が基礎f~;謝を測る低きであった

がその後はずっと予測値Aを上まわり、予測([[Bを相前

後する摂取になった。分娩後 1 年では予測値を400~700

cal程上まわる。同じく母乳栄養例のNo.7は妊娠6カ月

に基礎代謝を前後する熱混摂取であり、妊娠9カ月でも

尚A、B両予i!Ullitlよりはるかに低かったが、分娩後は大

体B予測値に返しA予測値より 400~500cal程とまわっ

た。文混合栄養例のNo.4、10も妊娠6、9カ月には予

測佑より 700~1. 000cal少〈、むしろ基礎代謝に近かった

が分娩後に摂取震が増加し、 B予測値に近い価をとるよ

うになった。他の母乳栄養研UNo.l、2、3、6、8等白

妊娠中の熱盈摂或は予測値との聞に商ii.4例躍の大きな差

異を示さず大体200-300calの過不足の範囲であった。
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分娩後はその時期により変動はあるがA予測値に近い場

合と B予測値に近レ場合;6;*甘半々 にみられた。 No.1、

3、5、8等は分娩後 1年目に尚3，000c.l前後を摂取して

おり、平常時の予訊IJIi1iを700-1，200c.l上まわっていた。

他は大体予測値に近い価を示した。人工栄養例のNo.9

は妊娠6カ月に器礎代謝を僅かに (1閃c.l)上まわる程

度の摂取であったtF..そり後はずっと平常時予担。値に近

い摂取を示している。

蛋由貿は、調査の初期におレて(妊娠6カ月〉かなり

予測値を下まわるものがみられたが、その後は大体予測

値を前後し、分娩後 11-1 2カ月の最後の調査!時には

全例が平常時としてり予測値に等しく、或は上まわる摂

取置を示した。

(61 栄養不足と関係のある臨床症状のみられた例

についての検討

二宮には栄養不足にもとずくと思dつれるような臨床症

状は調査期間中殆ど観察されなかったが、八幡・稲荷地

第12衰 死産をした 2例についての検討

岡 。北 。
妊6カ蕨月I 妊9カ娠月 荏6カ娠月 I 妊9，か娠月

身 長 (co)

区では何れも軽度ではあるが貧血、口角炎、毛孔性角化

症、腿反射消失、俳腹筋圧痛、尿蛋由、浮題等の症状が

頻発しており、 1人でZつ或は3つの症状をもつものも

少くない。文死産が2例あり、これらについて栄養摂取

聞から一応の検討を加える必要があるように思う。

l死産の2例について|

(第12表参照〉

こり両者の分娩は調査と調査との間にあったりで、死

産の直接原因については不明であるカ2、岡Oは妊娠6カ

月で浮廊、 9カ月では浮腫は強くなり尿蛋白がみられた

ので中毒症食餌が指導されていた例である。北Oは6カ

月には何等の臨床症状もみられなかったが、 9カ月の時

に結膜に貧血がみられ、由主腹筋圧持。訴えられたもりで

あったβ

栄養摂取商からみる時は、岡Oは娃板6カ月時に全体

岡 。オヒ 。
妊6カ娠月 I 妊9ヵ娠月 妊6カ娠月 I 妊9.;，娠月

2，672 1，504 1，646 

体 重 (kg) 引. 蛋由貿 (g)
I5，9304 2l 

88.2 51.9 48.6 

胸 劉 (co) 担 脂肪 (g) 22.4 17.9 27.8 29回予

腹 閤 (co) 731 86.51 66.51 81 積分 (g) 372.7 ヲ43.3 268.8. 299.7 

!眠 持 80: 76! 641 64 カルシウム(呼) 593 490 447 

血 庄 100/381 118/50: 110/641 118172i 鉄〈噌〉 17.7 12.3 8.9 

蕗床建状(f陣l

結血艇+に貧

倒排腹+筋圧

に著し〈低〈、殊に鉄、ナイアシンの不足が目立った。

北Oは妊娠 6、9の両月とも全体に栄養摂取が唱し殊

に蛋白質摂取が少かった。己目程度の栄養の低さが死産

を招き得るもりかどうかにつレては速断怯許されなし、

が、少〈ともー悶とはなり得るかも知れない。

l毛孔性角化症のみら枇可お亡す|

対象緑Oは妊娠6カ月、戸Oは分娩後 7';'月で程度白

毛孔性角化症と診断された。両者のピタミ '/A摂誠盈に

ついてみると第13表町様である。両者ともピタミ γA摂

取:.:ill:~i少なかったカ1、他にこれよりも少し、例がないわけ

でやまない。特にこの両者はピタミ γA不足に敏感なりで

ピタミシA (1. U) 581 2，017 583 

ピタミソBlく時〉 0.93 1.30 0.83 0.73 

ピタミ γB2(時〉 0.71 1.01 0.77 1.03 
ナイアシン("9) 3.5 13.5 8.4 タ8

ピタミソc(可〉 33 168 75 ラ日

動物蛋白 (g) 18司 40.司 20.9 20.6 

あろうか。或はピタミンA以外の原因によって毛孔性角

化的症状がみられたのであろうか。

|期間中に食血のみられた3例につして!

第14表に示すように対象北Zは妊娠6カ月と 9カ月に

貧血があり、9カ月には腿反射消失、分娩後3カ月には口

角炎がみられた例である。栄養面からは特に貧血の要因

となるようなものは見出されず、文、ピタミ γBl不足を

招くような条件も考えられなし、。米O、北O性蛋白質や

鉄り世い事、ピタミ γ口がミあまり充分でない事等から、

栄養函からも貧血は予測されそうに思う。文ピタミ γB，

の摂取も充分でなく、妊娠授乳中であれば当然Bl不足
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若0、におレてある程度上昇しているが、その他におい

ては妊娠授乳中としては著しく低く、背屈などを招く可

能性は一応考えられる。ピタミソBlの摂取も概して多

くないが、熱量摂取も比較的少いので、これらがピタミ

:.--Bl不足を招き得るかどうカ¥これは調理法等とも考

え合せてみる必要があろう。

は考えられる。北OにつLては既に死産il;;項で述べた。

同夜原子繭商清麗府高萩]
これらの症状がいくつか重なってみられた4例につい

て蛋白質及びピタミ γB，摂取量をみると第15表E桜こ

なる。

蛋白質摂取は分娩後3カ月(授乳中〕に平O、柳0、

第13表 毛子L性角化産のみられた2例のピタさ γA摂取量 (単位 I.U.)

|妊娠6カ月|妊娠 9カ月附後川月同後7有限石石1備 考

731 i / I琵Oは妊娠 9カ昼長援募筋圧
I I痛と視力障碍、分娩後7カ月

1，制 I 2，加|展望EL与が惣摂;

第14表 食血のみられた 3iIllについて

!熱 (Z21 円引鉄 (.u)1 もう(~[ピおぶ!宮署FS;経産回数| 備 考

妊娠 67J月 1，363 89.6 133 44.5 1 貧血

北 Z 妊娠 9カ月 2，363 83.4 lラ 1. 225 う6.9 貧血、腿反射消失

分娩後3カ月 2，671 96.4 14 66 46.1 貧血、口角炎

1，369 47.9 。勝腹筋圧痛、腿反射消失

米 O 妊 娠 9カ月 2，056 66.6 9 。 26 貧血、 i手.JIill
分娩後3カ月 1， 742 75.1 10 。 10 

分娩後7カ月 1，781 O. 腕腹筋庄司市

t 01:娠 6カ月|
。

娠 9カ月 48 8. 。 20. 

第16表 腿反射消失、勝腹筋圧痛、浮腫等がし、くつか重復してみられた4例につLて

「下一一一「|寸一二OI!;I 

1 1:Zl ;;:! ;;;[勝腹筋師、棚

1mllj百十一

干 0

妊娠 6カ月
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w総 J舌及び結論

栃木県及び長野県の比較的条件の相似した農業地帯〈

栃木県二宮町、長野県吏殖市八幡・稲荷〉における妊婦

を対象とし、分娩後約 1年(大体離乳完7し、平常白身

体状態に戻るとの予測の下に)まで、 nvち、二宮は昭和

36年 12月-38年2月、八幡・稲荷は昭和37年7

月-38年 12月、こりi品1に各々 5聞の栄養調査を実施

した。

各々 18名の娃婦の協力を得、調査毎に身体測定、臨

床検査、食事調査を行い、分娩後は児の検診も併せ行つ
守.
~。
二宮の姓産婦はユエセフのスキムミルクり特配をうけ

ていたが、そわ刺m白状況は必ずLも満足なものでな

く、使用法の実際指導の必要性が痛感された。

二宮における調査開始時り妊娠月令は 6-9カ月、全

員正鵠分娩し、 1例が 1'"月後人工栄養、 8例が6カ月

前に母乳から混合に移行、他は6カ月過ぎまで母乳栄養

を行った。調査期間中、母体に栄養不足症状は全〈観察

きれなかった。

八幡・稲荷では妊娠4-7カ月で調査が開始され、 2

例の死産、 1例。仮死分娩以外は正常産、生後6カ月前

に人工栄養になったもの4例、混合栄養になったもの5

例、他は6カ月すぎまで母乳栄養を続けた。調査期間中

全員に何らかの栄養不足症状が観察され、貧血、腿反射

消失、勝腹筋圧痛、浮腫、尿蛋白等が比較的多く、これ

らのいくつか霊複してみられるもりが少くなかった。

食事調査は調査期毎に 3日間、対象婦人自身に計量記

録させ、栄養研究員が巡回して記録の指滋に当った。両

地区とも調査期としては農閑期が遊ばれたので、完敗婦

人の労働盈にあまり大きな差異はないとみてよいと思

う。

対象によって摂取された栄養設については次の様な結

論が得られた。

1)平均値でみる時は妊娠月令。進むと共に熱金及び

蛋由貿摂取量は地加し、分娩後の授乳期は更に増加し、

熱量はその後1年位まであまり変化しない。蛋由貿は争

少減合するが比較的高い{自を保っている。

動物性蛋由貿は妊娠末期から授乳初期に増加¢傾向が

あった。

カルシウム、燐は蛋白質と平行して地滅し、糖質、

鉄、ピタミ γBlli熱量と共に魁娠から授乳と増加した。

ピタミ γAとCは妊娠や授乳よりも季節による影揮を

多くうけている。

2)対象個々の摂取量についてみると、凡ての栄養毅

が大巾な個人差を示し、文同一対象でも調査j国によって

その摂取盈は大きく変動した。

熱量が所要量を越す例は少し全体としてみると所要

震の 80-100弼に約半数、それ以下に約半数という分

布を示した。

lIf由貿は二宮では約1/3が所要量を上まわったが、八

幡・稲荷で上まわった例は約 1(5であった。

カルシウムは例外的なものを除いて全員、所聖書量りは

るか下〈大部分は 30%以下〉に分布しているが、鉄は

大体所要量を中心にした分布を示す。

ピタミ γ煩は同地区とも第4回の瓦の調査(二宮は9

月、八幡・稲荷は 7月〉の時に全体に低〈、所要量の5

0%前後、或はそれ以下で分布の巾も狭い。冬期的調査

では、低位は夏期と同じくらいであるが、摂取量のきわ

めて多いも白も少〈な〈、殊にピタミ γA、Cでは所要

f置の 2-3倍に及ぶ例さえ出ている。

3)二宮の母乳或は混合栄養児では生後5-9カ月頃

から発育カーブがゆるやかになるが、八幡・稲荷ではそ

れほど著し〈なレ。これは母体の栄養摂取と乳児へり補

食との両面から検討する必要があろう。

4)母親の熱量摂取と母親の体格、児の出生時体重等

主の聞に特定白関係はみられなかった。文 10例につい

て理論的に算出された個別の熱量及び蛋由貿必要量予

測値と実際司摂取査を比較すると、妊娠のはじめには、

予測値の方が高〈、妊娠末期及ひ授乳初期では大体一致

し、分娩後1年項では予測値を上まわる例が多かった。

5)八幡・稲荷でみられた各種。栄養不足症状の有症

者について、関係ある栄養紫の摂取状態をみると、 2、

3の例外を除いて、大体当該栄養紫摂取り甚しい不足が

みられた。

6)ニ官、八幡・稲荷岡地区における妊婦、授乳婦の

栄養摂取の大体の傾向は近似しているが、蛋白質、ピタ

ミγ類の摂取は八幡・稲荷に幾分低〈、これが八幡・稲

荷における死産、栄養不足症状の発現に一部関与してい

るかに考えられる。しかし児の出生時体重、その後<0発

育は、岡地区聞に特別のちがし、は見られず、二宮の児の

発育は必ずしも良好でなかった。

今回。研究調査に当って二宮町、吏埴市当局の方々、文

調査対象となられた方に長期に豆り多大の御扱幼ををい

ただレた。捌iI'するに当りここに深く謝惑を表します。
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